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【手続補正書】
【提出日】令和3年8月2日(2021.8.2)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　基地局によって実行されるワイヤレス通信の方法であって、
　非アンカーキャリアまたはアンカーキャリアのための、周波数領域位置パラメータまた
は時間領域位置パラメータを識別するインジケータを含むマスタ情報ブロックメッセージ
を送信することと、
　前記非アンカーキャリアまたは前記アンカーキャリアを用いて、前記周波数領域位置パ
ラメータまたは前記時間領域位置パラメータに従って、システム情報ブロックタイプ１（
ＳＩＢ１）メッセージをユーザ機器に送信することと、
　を備える方法。
【請求項２】
　前記ＳＩＢ１メッセージは、前記非アンカーキャリアの交互の無線フレームのサブフレ
ーム０およびサブフレーム５内で送信され、または前記ＳＩＢ１メッセージは、前記アン
カーキャリアの交互の無線フレームのサブフレーム０内で送信される、請求項１に記載の
方法。
【請求項３】
　前記周波数領域位置パラメータは、中心周波数に対する物理リソースブロックオフセッ
トを識別し、
　前記アンカーキャリアは、前記物理リソースブロックオフセットだけ前記中心周波数よ
りも大きい第１の周波数範囲内にあり、および前記非アンカーキャリアは、前記物理リソ
ースブロックオフセットだけ前記中心周波数よりも小さい第２の周波数範囲内にあり、ま
たは
　前記非アンカーキャリアは、前記物理リソースブロックオフセットだけ前記中心周波数
よりも大きい前記第１の周波数範囲内にあり、および前記アンカーキャリアは、前記物理
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リソースブロックオフセットだけ前記中心周波数よりも小さい前記第２の周波数範囲内に
ある、
　請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　前記非アンカーキャリアは、リソースブロックグループのうちの、少なくとも１つの第
１の物理リソースブロック内にあり、
　前記非アンカーキャリアは、前記リソースブロックグループのうちの、少なくとも１つ
の第２の物理リソースブロック内にあり、前記少なくとも１つの第２の物理リソースブロ
ックは、前記少なくとも１つの第１の物理リソースブロックと前記少なくとも１つの第２
の物理リソースブロックとの間に、前記リソースブロックグループのうちの１つまたは複
数の物理リソースブロックなしに、前記少なくとも１つの第１の物理リソースブロックに
隣接する、
　請求項１に記載の方法。
【請求項５】
　前記非アンカーキャリアおよび前記アンカーキャリアは、共通のガードバンドに関連し
、
　前記少なくとも１つの第２の物理リソースブロックは、帯域内物理リソースブロックで
ある、
　請求項４に記載の方法。
【請求項６】
　前記非アンカーキャリアは第１のガードバンド内にあり、前記アンカーキャリアは前記
第１のガードバンドとは異なる第２のガードバンド内にある、請求項１に記載の方法。
【請求項７】
　前記インジケータに対するサイズまたは値は、展開モードに少なくとも部分的に基づき
、
　前記展開モードは、
　帯域内展開モード、
　ガードバンド展開モード、または
　スタンドアロン展開モード
　のうちの少なくとも１つである、請求項１に記載の方法。
【請求項８】
　前記周波数領域位置パラメータまたは前記時間領域位置パラメータは、前記アンカーキ
ャリアを基準にしてリソースブロックオフセットを識別するオフセットインジケータに少
なくとも部分的に基づく、請求項１に記載の方法。
【請求項９】
　前記オフセットインジケータは、リソースブロックグループに少なくとも部分的に基づ
き、
　前記アンカーキャリアおよび前記非アンカーキャリアは、前記リソースブロックグルー
プのうちのリソースブロック内にある、
　請求項８に記載の方法。
【請求項１０】
　前記非アンカーキャリアに対する周波数領域位置は、中心周波数を基準にして、前記ア
ンカーキャリアの周波数領域位置と反対側にある、請求項１に記載の方法。
【請求項１１】
　前記ＳＩＢ１メッセージのためのサブフレームまたはフレームは、セル識別子または反
復構成に少なくとも部分的に基づいて決定される、請求項１に記載の方法。
【請求項１２】
　ユーザ機器によって実行されるワイヤレス通信の方法であって、
　ランダムアクセスのための時分割複信ネットワーク内の、複数のキャリアのうちの、第
１のキャリアを用いてランダムアクセスチャネルを送信することと、
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　前記第１のキャリアとは異なる、前記複数のキャリアのうちの、第２のキャリアを用い
て接続要求メッセージを送信することと、
　を備える方法。
【請求項１３】
　ワイヤレス通信のための装置であって、
　非アンカーキャリアまたはアンカーキャリアのための、周波数領域位置パラメータまた
は時間領域位置パラメータを識別するインジケータを含むマスタ情報ブロックメッセージ
を送信するための手段と、
　前記非アンカーキャリアまたは前記アンカーキャリアを用いて、前記周波数領域位置パ
ラメータまたは前記時間領域位置パラメータに従って、システム情報ブロックタイプ１（
ＳＩＢ１）メッセージをユーザ機器に送信するための手段と、
　を備え、
　前記装置は基地局である、装置。
【請求項１４】
　ワイヤレス通信のための装置であって、
　ランダムアクセスのための時分割複信ネットワーク内の、複数のキャリアのうちの、第
１のキャリアを用いてランダムアクセスチャネルを送信するための手段と、
　前記第１のキャリアとは異なる、前記複数のキャリアのうちの、第２のキャリアを用い
て接続要求メッセージを送信するための手段と、
　を備え、
　前記装置はユーザ機器である、装置。
【請求項１５】
　プロセッサによって実行されると、請求項１～１２のいずれか一項に記載の方法を前記
プロセッサに実行させる実行可能命令を備える、非一時的コンピュータ可読媒体。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１３３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１３３】
　[00147]以上の説明は、本明細書で説明した様々な態様を当業者が実践することが可能
となるように提供される。これらの態様の様々な修正が当業者には容易に明らかであり、
本明細書で定義する一般原理は他の態様に適用され得る。したがって、特許請求の範囲は
、本明細書で示した態様に限定されるものではなく、クレーム文言に一致する最大の範囲
が与えられるべきであり、単数形での要素への言及は、そのように明記されていない限り
、「唯一無二の」を意味するものではなく、「１つまたは複数の」を意味するものである
。「例示的」という語は、「例、事例、または例示の働きをすること」を意味するために
本明細書で使用される。「例示的」として本明細書で説明したいかなる態様も、必ずしも
他の態様よりも好適または有利なものと解釈すべきではない。別段に明記されていない限
り、「いくつかの」という用語は１つまたは複数を指す。「Ａ、Ｂ、またはＣのうちの少
なくとも１つ」、「Ａ、Ｂ、およびＣのうちの少なくとも１つ」、および「Ａ、Ｂ、Ｃ、
またはそれらの任意の組合せ」などの組合せは、Ａ、Ｂ、および／またはＣの任意の組合
せを含み、複数のＡ、複数のＢ、または複数のＣを含んでよい。詳細には、「Ａ、Ｂ、ま
たはＣのうちの少なくとも１つ」、「Ａ、Ｂ、およびＣのうちの少なくとも１つ」、およ
び「Ａ、Ｂ、Ｃ、またはそれらの任意の組合せ」などの組合せは、Ａのみ、Ｂのみ、Ｃの
み、ＡおよびＢ、ＡおよびＣ、ＢおよびＣ、またはＡおよびＢおよびＣであってよく、こ
こで、任意のそのような組合せは、Ａ、Ｂ、またはＣのうちの１つまたは複数のメンバを
含んでよい。当業者に知られているかまたは後で知られることになる、本開示全体にわた
って説明した様々な態様の要素に対するすべての構造的および機能的な均等物は、参照に
より本明細書に明確に組み込まれ、特許請求の範囲によって包含されることを意図する。
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その上、本明細書で開示するいかなることも、そのような開示が特許請求の範囲に明示的
に記載されているかどうかにかかわらず、公に供するものではない。いかなるクレーム要
素も、その要素が「のための手段」という句を使用して明確に記載されていない限り、ミ
ーンズプラスファンクションとして解釈されるべきではない。
　以下に、本願の出願当初の特許請求の範囲に記載された発明を付記する。
　［Ｃ１］
　ワイヤレス通信の方法であって、
　基地局によって、非アンカーキャリアまたはアンカーキャリアのための、周波数領域位
置パラメータまたは時間領域位置パラメータを識別するインジケータを含むマスタ情報ブ
ロックメッセージを送信することと、
　前記基地局によっておよび前記非アンカーキャリアまたは前記アンカーキャリアを用い
て、前記周波数領域位置パラメータまたは前記時間領域位置パラメータに従って、システ
ム情報ブロックタイプ１（ＳＩＢ１）メッセージをユーザ機器に送信することと
　を備える方法。
　［Ｃ２］
　前記ＳＩＢ１メッセージは、前記非アンカーキャリアの交互の無線フレームのサブフレ
ーム０およびサブフレーム５内で送信される、Ｃ１に記載の方法。
　［Ｃ３］
　前記ＳＩＢ１メッセージは、前記アンカーキャリアの交互の無線フレームのサブフレー
ム０内で送信される、Ｃ１に記載の方法。
　［Ｃ４］
　前記周波数領域位置パラメータは、中心周波数に対する物理リソースブロックオフセッ
トを識別し、
　前記アンカーキャリアは、前記物理リソースブロックオフセットだけ前記中心周波数よ
りも大きい第１の周波数範囲内にあり、および前記非アンカーキャリアは、前記物理リソ
ースブロックオフセットだけ前記中心周波数よりも小さい第２の周波数範囲内にあり、ま
たは
　前記非アンカーキャリアは、前記物理リソースブロックオフセットだけ前記中心周波数
よりも大きい前記第１の周波数範囲内にあり、および前記アンカーキャリアは、前記物理
リソースブロックオフセットだけ前記中心周波数よりも小さい前記第２の周波数範囲内に
ある、
　Ｃ１に記載の方法。
　［Ｃ５］
　前記非アンカーキャリアは、リソースブロックグループのうちの、少なくとも１つの第
１の物理リソースブロック内にあり、
　前記非アンカーキャリアは、前記リソースブロックグループのうちの、少なくとも１つ
の第２の物理リソースブロック内にあり、前記少なくとも１つの第２の物理リソースブロ
ックは、前記少なくとも１つの第１の物理リソースブロックと前記少なくとも１つの第２
の物理リソースブロックとの間に、前記リソースブロックグループのうちの１つまたは複
数の物理リソースブロックなしに、前記少なくとも１つの第１の物理リソースブロックに
隣接する、
　Ｃ１に記載の方法。
　［Ｃ６］
　前記非アンカーキャリアおよび前記アンカーキャリアは、共通のガードバンドに関連す
る、Ｃ５に記載の方法。
　［Ｃ７］
　前記少なくとも１つの第２の物理リソースブロックは、帯域内物理リソースブロックで
ある、Ｃ５に記載の方法。
　［Ｃ８］
　前記非アンカーキャリアは第１のガードバンド内にあり、前記アンカーキャリアは前記



(5) JP 2021-503774 A5 2021.9.9

第１のガードバンドとは異なる第２のガードバンド内にある、Ｃ１に記載の方法。
　［Ｃ９］
　前記インジケータに対するサイズまたは値は、展開モードに少なくとも部分的に基づき
、
　前記展開モードは、
　帯域内展開モード、
　ガードバンド展開モード、または
　スタンドアロン展開モード
　のうちの少なくとも１つである、Ｃ１に記載の方法。
　［Ｃ１０］
　前記周波数領域位置パラメータまたは前記時間領域位置パラメータは、前記アンカーキ
ャリアを基準にしてリソースブロックオフセットを識別するオフセットインジケータに少
なくとも部分的に基づく、Ｃ１に記載の方法。
　［Ｃ１１］
　前記オフセットインジケータは、リソースブロックグループに少なくとも部分的に基づ
き、
　前記アンカーキャリアおよび前記非アンカーキャリアは、前記リソースブロックグルー
プのうちのリソースブロック内にある、
　Ｃ１０に記載の方法。
　［Ｃ１２］
　前記非アンカーキャリアに対する周波数領域位置は、中心周波数を基準にして、前記ア
ンカーキャリアの周波数領域位置と反対側にある、Ｃ１に記載の方法。
　［Ｃ１３］
　前記ＳＩＢ１メッセージのためのサブフレームまたはフレームは、セル識別子または反
復構成に少なくとも部分的に基づいて決定される、Ｃ１に記載の方法。
　［Ｃ１４］
　ワイヤレス通信の方法であって、
　ユーザ機器によって、ランダムアクセスのための時分割複信ネットワーク内の、複数の
キャリアのうちの、第１のキャリアを用いてランダムアクセスチャネルを送信することと
、
　前記ユーザ機器によって、前記第１のキャリアとは異なる、前記複数のキャリアのうち
の、第２のキャリアを用いて接続要求メッセージを送信することと
　を備える方法。
　［Ｃ１５］
　前記複数のキャリアは、ランダムアクセスチャネルメッセージのために用いられる少な
くとも１つのアンカーキャリアと、少なくとも１つの非アンカーキャリアとを含む、Ｃ１
４に記載の方法。
　［Ｃ１６］
　前記接続要求メッセージのための前記第２のキャリアは、ランダムアクセス応答メッセ
ージからのキャリア選択インジケータに少なくとも部分的に基づく、Ｃ１４に記載の方法
。
　［Ｃ１７］
　前記接続要求メッセージのための前記第２のキャリアは、所定の情報または受信された
システム情報ブロックメッセージに少なくとも部分的に基づく、Ｃ１４に記載の方法。
　［Ｃ１８］
　前記接続要求メッセージのための前記第２のキャリアは、ランダムアクセスチャネルサ
ブキャリアの量と、前記接続要求メッセージに関連する送信帯域幅とに少なくとも部分的
に基づく、Ｃ１４に記載の方法。
　［Ｃ１９］
　前記接続要求メッセージおよびランダムアクセスチャネルメッセージは、前記複数のキ
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ャリアのうちの共通のキャリアを用いて送信される、Ｃ１４に記載の方法。
　［Ｃ２０］
　前記接続要求メッセージは、ランダムアクセスチャネルリソースと重なり合わない次に
利用可能なサブフレームを用いて送信される、Ｃ１９に記載の方法。
　［Ｃ２１］
　ワイヤレス通信のための基地局であって、
　　メモリと、前記メモリに動作可能に結合された１つまたは複数のプロセッサとを備え
、前記メモリおよび前記１つまたは複数のプロセッサは、
　非アンカーキャリアまたはアンカーキャリアのための、周波数領域位置パラメータまた
は時間領域位置パラメータを識別するインジケータを含むマスタ情報ブロックメッセージ
を送信することと、
　前記非アンカーキャリアまたは前記アンカーキャリアを用いて、前記周波数領域位置パ
ラメータまたは前記時間領域位置パラメータに従って、システム情報ブロックタイプ１（
ＳＩＢ１）メッセージをユーザ機器に送信することと
　を行うように構成される基地局。
　［Ｃ２２］
　前記ＳＩＢ１メッセージは、前記非アンカーキャリアの交互の無線フレームのサブフレ
ーム０およびサブフレーム５内で送信される、Ｃ２１に記載の基地局。
　［Ｃ２３］
　前記ＳＩＢ１メッセージは、前記アンカーキャリアの交互の無線フレームのサブフレー
ム０内で送信される、Ｃ２１に記載の基地局。
　［Ｃ２４］
　前記周波数領域位置パラメータは、中心周波数に対する物理リソースブロックオフセッ
トを識別し、
　前記アンカーキャリアは、前記物理リソースブロックオフセットだけ前記中心周波数よ
りも大きい第１の周波数範囲内にあり、および前記非アンカーキャリアは、前記物理リソ
ースブロックオフセットだけ前記中心周波数よりも小さい第２の周波数範囲内にあり、ま
たは
　前記非アンカーキャリアは、前記物理リソースブロックオフセットだけ前記中心周波数
よりも大きい前記第１の周波数範囲内にあり、および前記アンカーキャリアは、前記物理
リソースブロックオフセットだけ前記中心周波数よりも小さい前記第２の周波数範囲内に
ある、
　Ｃ２１に記載の基地局。
　［Ｃ２５］
　前記非アンカーキャリアは、リソースブロックグループのうちの、少なくとも１つの第
１の物理リソースブロック内にあり、
　前記非アンカーキャリアは、前記リソースブロックグループのうちの、少なくとも１つ
の第２の物理リソースブロック内にあり、前記少なくとも１つの第２の物理リソースブロ
ックは、前記少なくとも１つの第１の物理リソースブロックと前記少なくとも１つの第２
の物理リソースブロックとの間に、前記リソースブロックグループのうちの１つまたは複
数の物理リソースブロックなしに、前記少なくとも１つの第１の物理リソースブロックに
隣接する、
　Ｃ２１に記載の基地局。
　［Ｃ２６］
　前記非アンカーキャリアおよび前記アンカーキャリアは、共通のガードバンドに関連す
る、Ｃ２５に記載の基地局。
　［Ｃ２７］
　前記少なくとも１つの第２の物理リソースブロックは、帯域内物理リソースブロックで
ある、Ｃ２５に記載の基地局。
　［Ｃ２８］
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　前記非アンカーキャリアは第１のガードバンド内にあり、前記アンカーキャリアは前記
第１のガードバンドとは異なる第２のガードバンド内にある、Ｃ２１に記載の基地局。
　［Ｃ２９］
　前記インジケータに対するサイズまたは値は、展開モードに少なくとも部分的に基づき
、
　前記展開モードは、
　帯域内展開モード、
　ガードバンド展開モード、または
　スタンドアロン展開モード
　のうちの少なくとも１つである、Ｃ２１に記載の基地局。
　［Ｃ３０］
　前記周波数領域位置パラメータまたは前記時間領域位置パラメータは、前記アンカーキ
ャリアを基準にしてリソースブロックオフセットを識別するオフセットインジケータに少
なくとも部分的に基づく、Ｃ２１に記載の基地局。
　［Ｃ３１］
　前記オフセットインジケータは、リソースブロックグループに少なくとも部分的に基づ
き、
　前記アンカーキャリアおよび前記非アンカーキャリアは、前記リソースブロックグルー
プのうちのリソースブロック内にある、
　Ｃ３０に記載の基地局。
　［Ｃ３２］
　前記非アンカーキャリアに対する周波数領域位置は、中心周波数を基準にして、前記ア
ンカーキャリアの周波数領域位置と反対側にある、Ｃ２１に記載の基地局。
　［Ｃ３３］
　前記ＳＩＢ１メッセージのためのサブフレームまたはフレームは、セル識別子または反
復構成に少なくとも部分的に基づいて決定される、Ｃ２１に記載の基地局。
　［Ｃ３４］
　ワイヤレス通信のためのユーザ機器であって、
　メモリと、前記メモリに動作可能に結合された１つまたは複数のプロセッサとを備え、
前記メモリおよび前記１つまたは複数のプロセッサは、
　　ランダムアクセスのための時分割複信ネットワーク内の、複数のキャリアのうちの、
第１のキャリアを用いてランダムアクセスチャネルを送信することと、
　　前記第１のキャリアとは異なる、前記複数のキャリアのうちの、第２のキャリアを用
いて接続要求メッセージを送信することと
　を行うように構成されるユーザ機器。
　［Ｃ３５］
　前記複数のキャリアは、ランダムアクセスチャネルメッセージのために用いられる少な
くとも１つのアンカーキャリアと、少なくとも１つの非アンカーキャリアとを含む、Ｃ３
４に記載のユーザ機器。
　［Ｃ３６］
　前記接続要求メッセージのための前記第２のキャリアは、ランダムアクセス応答メッセ
ージからのキャリア選択インジケータに少なくとも部分的に基づく、Ｃ３４に記載のユー
ザ機器。
　［Ｃ３７］
　前記接続要求メッセージのための前記第２のキャリアは、所定の情報または受信された
システム情報ブロックメッセージに少なくとも部分的に基づく、Ｃ３４に記載のユーザ機
器。
　［Ｃ３８］
　前記接続要求メッセージのための前記第２のキャリアは、ランダムアクセスチャネルサ
ブキャリアの量と、前記接続要求メッセージに関連する送信帯域幅とに少なくとも部分的
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に基づく、Ｃ３４に記載のユーザ機器。
　［Ｃ３９］
　前記接続要求メッセージおよびランダムアクセスチャネルメッセージは、前記複数のキ
ャリアのうちの共通のキャリアを用いて送信される、Ｃ３４に記載のユーザ機器。
　［Ｃ４０］
　前記接続要求メッセージは、ランダムアクセスチャネルリソースと重なり合わない次に
利用可能なサブフレームを用いて送信される、Ｃ３９に記載のユーザ機器。
　［Ｃ４１］
　ワイヤレス通信のための１つまたは複数の命令を記憶する非一時的コンピュータ可読媒
体であって、前記１つまたは複数の命令は、
　基地局の１つまたは複数のプロセッサによって実行されたとき、前記１つまたは複数の
プロセッサに、
　　非アンカーキャリアまたはアンカーキャリアのための、周波数領域位置パラメータま
たは時間領域位置パラメータを識別するインジケータを含むマスタ情報ブロックメッセー
ジを送信することと、
　前記非アンカーキャリアまたは前記アンカーキャリアを用いて、前記周波数領域位置パ
ラメータまたは前記時間領域位置パラメータに従って、システム情報ブロックタイプ１（
ＳＩＢ１）メッセージをユーザ機器に送信することと
　を行わせる１つまたは複数の命令を備える非一時的コンピュータ可読媒体。
　［Ｃ４２］
　前記ＳＩＢ１メッセージは、前記非アンカーキャリアの交互の無線フレームのサブフレ
ーム０およびサブフレーム５内で送信される、Ｃ４１に記載の非一時的コンピュータ可読
媒体。
　［Ｃ４３］
　前記ＳＩＢ１メッセージは、前記アンカーキャリアの交互の無線フレームのサブフレー
ム０内で送信される、Ｃ４１に記載の非一時的コンピュータ可読媒体。
　［Ｃ４４］
　前記周波数領域位置パラメータは、中心周波数に対する物理リソースブロックオフセッ
トを識別し、
　前記アンカーキャリアは、前記物理リソースブロックオフセットだけ前記中心周波数よ
りも大きい第１の周波数範囲内にあり、および前記非アンカーキャリアは、前記物理リソ
ースブロックオフセットだけ前記中心周波数よりも小さい第２の周波数範囲内にあり、ま
たは
　前記非アンカーキャリアは、前記物理リソースブロックオフセットだけ前記中心周波数
よりも大きい前記第１の周波数範囲内にあり、および前記アンカーキャリアは、前記物理
リソースブロックオフセットだけ前記中心周波数よりも小さい前記第２の周波数範囲内に
ある、
　Ｃ４１に記載の非一時的コンピュータ可読媒体。
　［Ｃ４５］
　前記非アンカーキャリアは、リソースブロックグループのうちの、少なくとも１つの第
１の物理リソースブロック内にあり、
　前記非アンカーキャリアは、前記リソースブロックグループのうちの、少なくとも１つ
の第２の物理リソースブロック内にあり、前記少なくとも１つの第２の物理リソースブロ
ックは、前記少なくとも１つの第１の物理リソースブロックと前記少なくとも１つの第２
の物理リソースブロックとの間に、前記リソースブロックグループのうちの１つまたは複
数の物理リソースブロックなしに、前記少なくとも１つの第１の物理リソースブロックに
隣接する、
　Ｃ４１に記載の非一時的コンピュータ可読媒体。
　［Ｃ４６］
　前記非アンカーキャリアおよび前記アンカーキャリアは、共通のガードバンドに関連す
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る、Ｃ４５に記載の非一時的コンピュータ可読媒体。
　［Ｃ４７］
　前記少なくとも１つの第２の物理リソースブロックは、帯域内物理リソースブロックで
ある、Ｃ４５に記載の非一時的コンピュータ可読媒体。
　［Ｃ４８］
　前記非アンカーキャリアは第１のガードバンド内にあり、前記アンカーキャリアは前記
第１のガードバンドとは異なる第２のガードバンド内にある、Ｃ４１に記載の非一時的コ
ンピュータ可読媒体。
　［Ｃ４９］
　前記インジケータに対するサイズまたは値は、展開モードに少なくとも部分的に基づき
、
　前記展開モードは、
　帯域内展開モード、
　ガードバンド展開モード、または
　スタンドアロン展開モード
　のうちの少なくとも１つである、Ｃ４１に記載の非一時的コンピュータ可読媒体。
　［Ｃ５０］
　前記周波数領域位置パラメータまたは前記時間領域位置パラメータは、前記アンカーキ
ャリアを基準にしてリソースブロックオフセットを識別するオフセットインジケータに少
なくとも部分的に基づく、Ｃ４１に記載の非一時的コンピュータ可読媒体。
　［Ｃ５１］
　前記オフセットインジケータは、リソースブロックグループに少なくとも部分的に基づ
き、
　前記アンカーキャリアおよび前記非アンカーキャリアは、前記リソースブロックグルー
プのうちのリソースブロック内にある、
　Ｃ５０に記載の非一時的コンピュータ可読媒体。
　［Ｃ５２］
　前記非アンカーキャリアに対する周波数領域位置は、中心周波数を基準にして、前記ア
ンカーキャリアの周波数領域位置と反対側にある、Ｃ４１に記載の非一時的コンピュータ
可読媒体。
　［Ｃ５３］
　前記ＳＩＢ１メッセージのためのサブフレームまたはフレームは、セル識別子または反
復構成に少なくとも部分的に基づいて決定される、Ｃ４１に記載の非一時的コンピュータ
可読媒体。
　［Ｃ５４］
　ワイヤレス通信のための１つまたは複数の命令を記憶する非一時的コンピュータ可読媒
体であって、前記１つまたは複数の命令は、
　ユーザ機器の１つまたは複数のプロセッサによって実行されたとき、前記１つまたは複
数のプロセッサに、
　ランダムアクセスのための時分割複信ネットワーク内の、複数のキャリアのうちの、第
１のキャリアを用いてランダムアクセスチャネルを送信することと、
前記第１のキャリアとは異なる、前記複数のキャリアのうちの、第２のキャリアを用いて
接続要求メッセージを送信することと
　を行わせる１つまたは複数の命令を備える非一時的コンピュータ可読媒体。
　［Ｃ５５］
　前記複数のキャリアは、ランダムアクセスチャネルメッセージのために用いられる少な
くとも１つのアンカーキャリアと、少なくとも１つの非アンカーキャリアとを含む、Ｃ５
４に記載の非一時的コンピュータ可読媒体。
　［Ｃ５６］
　前記接続要求メッセージのための前記第２のキャリアは、ランダムアクセス応答メッセ
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ージからのキャリア選択インジケータに少なくとも部分的に基づく、Ｃ５４に記載の非一
時的コンピュータ可読媒体。
　［Ｃ５７］
　前記接続要求メッセージのための前記第２のキャリアは、所定の情報または受信された
システム情報ブロックメッセージに少なくとも部分的に基づく、Ｃ５４に記載の非一時的
コンピュータ可読媒体。
　［Ｃ５８］
　前記接続要求メッセージのための前記第２のキャリアは、ランダムアクセスチャネルサ
ブキャリアの量と、前記接続要求メッセージに関連する送信帯域幅とに少なくとも部分的
に基づく、Ｃ５４に記載の非一時的コンピュータ可読媒体。
　［Ｃ５９］
　前記接続要求メッセージおよびランダムアクセスチャネルメッセージは、前記複数のキ
ャリアのうちの共通のキャリアを用いて送信される、Ｃ５４に記載の非一時的コンピュー
タ可読媒体。
　［Ｃ６０］
　前記接続要求メッセージは、ランダムアクセスチャネルリソースと重なり合わない次に
利用可能なサブフレームを用いて送信される、Ｃ５９に記載の非一時的コンピュータ可読
媒体。
　［Ｃ６１］
　ワイヤレス通信のための装置であって、
　非アンカーキャリアまたはアンカーキャリアのための、周波数領域位置パラメータまた
は時間領域位置パラメータを識別するインジケータを含むマスタ情報ブロックメッセージ
を送信するための手段と、
　前記非アンカーキャリアまたは前記アンカーキャリアを用いて、前記周波数領域位置パ
ラメータまたは前記時間領域位置パラメータに従って、システム情報ブロックタイプ１（
ＳＩＢ１）メッセージをユーザ機器に送信するための手段と
　を備える装置。
　［Ｃ６２］
　前記ＳＩＢ１メッセージは、前記非アンカーキャリアの交互の無線フレームのサブフレ
ーム０およびサブフレーム５内で送信される、Ｃ６１に記載の装置。
　［Ｃ６３］
　前記ＳＩＢ１メッセージは、前記アンカーキャリアの交互の無線フレームのサブフレー
ム０内で送信される、Ｃ６１に記載の装置。
　［Ｃ６４］
　前記周波数領域位置パラメータは、中心周波数に対する物理リソースブロックオフセッ
トを識別し、
　前記アンカーキャリアは、前記物理リソースブロックオフセットだけ前記中心周波数よ
りも大きい第１の周波数範囲内にあり、および前記非アンカーキャリアは、前記物理リソ
ースブロックオフセットだけ前記中心周波数よりも小さい第２の周波数範囲内にあり、ま
たは
　前記非アンカーキャリアは、前記物理リソースブロックオフセットだけ前記中心周波数
よりも大きい前記第１の周波数範囲内にあり、および前記アンカーキャリアは、前記物理
リソースブロックオフセットだけ前記中心周波数よりも小さい前記第２の周波数範囲内に
ある、
　Ｃ６１に記載の装置。
　［Ｃ６５］
　前記非アンカーキャリアは、リソースブロックグループのうちの、少なくとも１つの第
１の物理リソースブロック内にあり、
　前記非アンカーキャリアは、前記リソースブロックグループのうちの、少なくとも１つ
の第２の物理リソースブロック内にあり、前記少なくとも１つの第２の物理リソースブロ
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ックは、前記少なくとも１つの第１の物理リソースブロックと前記少なくとも１つの第２
の物理リソースブロックとの間に、前記リソースブロックグループのうちの１つまたは複
数の物理リソースブロックなしに、前記少なくとも１つの第１の物理リソースブロックに
隣接する、
　Ｃ６１に記載の装置。
　［Ｃ６６］
　前記非アンカーキャリアおよび前記アンカーキャリアは、共通のガードバンドに関連す
る、Ｃ６５に記載の装置。
　［Ｃ６７］
　前記少なくとも１つの第２の物理リソースブロックは、帯域内物理リソースブロックで
ある、Ｃ６５に記載の装置。
　［Ｃ６８］
　前記非アンカーキャリアは第１のガードバンド内にあり、前記アンカーキャリアは前記
第１のガードバンドとは異なる第２のガードバンド内にある、Ｃ６１に記載の装置。
　［Ｃ６９］
　前記インジケータに対するサイズまたは値は、展開モードに少なくとも部分的に基づき
、
　前記展開モードは、
　帯域内展開モード、
　ガードバンド展開モード、または
　スタンドアロン展開モード
　のうちの少なくとも１つである、Ｃ６１に記載の装置。
　［Ｃ７０］
　前記周波数領域位置パラメータまたは前記時間領域位置パラメータは、前記アンカーキ
ャリアを基準にしてリソースブロックオフセットを識別するオフセットインジケータに少
なくとも部分的に基づく、Ｃ６１に記載の装置。
　［Ｃ７１］
　前記オフセットインジケータは、リソースブロックグループに少なくとも部分的に基づ
き、
　前記アンカーキャリアおよび前記非アンカーキャリアは、前記リソースブロックグルー
プのうちのリソースブロック内にある、
　Ｃ７０に記載の装置。
　［Ｃ７２］
　前記非アンカーキャリアに対する周波数領域位置は、中心周波数を基準にして、前記ア
ンカーキャリアの周波数領域位置と反対側にある、Ｃ６１に記載の装置。
　［Ｃ７３］
　前記ＳＩＢ１メッセージのためのサブフレームまたはフレームは、セル識別子または反
復構成に少なくとも部分的に基づいて決定される、Ｃ６１に記載の装置。
　［Ｃ７４］
　ワイヤレス通信のための装置であって、
　ランダムアクセスのための時分割複信ネットワーク内の、複数のキャリアのうちの、第
１のキャリアを用いてランダムアクセスチャネルを送信するための手段と、
　前記第１のキャリアとは異なる、前記複数のキャリアのうちの、第２のキャリアを用い
て接続要求メッセージを送信するための手段と
　を備える装置。
　［Ｃ７５］
　前記複数のキャリアは、ランダムアクセスチャネルメッセージのために用いられる少な
くとも１つのアンカーキャリアと、少なくとも１つの非アンカーキャリアとを含む、Ｃ７
４に記載の装置。
　［Ｃ７６］
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　前記接続要求メッセージのための前記第２のキャリアは、ランダムアクセス応答メッセ
ージからのキャリア選択インジケータに少なくとも部分的に基づく、Ｃ７４に記載の装置
。
　［Ｃ７７］
　前記接続要求メッセージのための前記第２のキャリアは、所定の情報または受信された
システム情報ブロックメッセージに少なくとも部分的に基づく、Ｃ７４に記載の装置。
　［Ｃ７８］
　前記接続要求メッセージのための前記第２のキャリアは、ランダムアクセスチャネルサ
ブキャリアの量と、前記接続要求メッセージに関連する送信帯域幅とに少なくとも部分的
に基づく、Ｃ７４に記載の装置。
　［Ｃ７９］
　前記接続要求メッセージおよびランダムアクセスチャネルメッセージは、前記複数のキ
ャリアのうちの共通のキャリアを用いて送信される、Ｃ７４に記載の装置。
　［Ｃ８０］
　前記接続要求メッセージは、ランダムアクセスチャネルリソースと重なり合わない次に
利用可能なサブフレームを用いて送信される、Ｃ７９に記載の装置。
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